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たブラジリアから来たものにとってはたまらない気候である。私は茨城県の筑波大学に席をおいて都会とは縁のない大学院生活を送っていた。賃貸アパートの狭い一室にはエアコンもついていなかった。だから、少し動いただけで汗が流れ、いつも冷たいシャワーをあびていた。今なら水を大量に無駄遣いしたとしておとがめを受 るか しれない。し し八〇年代 ことである。一日四、五回シャワーを浴びていた。ある日、国際留学課が主催しているホームステイ・プログラムに参加しようと思い立ち、申込みをした。日本文化にもっとふれるのが目的である。 かし、 なんとホームステイ先は大学から数キロしか離れていない土浦であった。友達には、私が土浦にホームステイに行くことを秘密にしておくことは きなかった。友達にどれほどからかわ たことか。しかし、私はホームステイの経験をちっ も後悔は ていない。私は四人家族︱夫婦 愛らしい二人の女の子︱と生活をともにした。みんな私 親切にしてくれた。数日間暮らして日本 典型的な家族の生活の仕方につ て多くを学んだ　
冷たい素麺を食べたのもこのときがはじめて


















く逆の位置にあった。世界金融危機の激流を落ち着いて安全に航行し、インフレーションは抑制され、財政状態は年々健全性を増し 国際貿易も他の危機に陥っている国々の経済を支援するためにＩＭＦに資金を貸し付けるほど輸出超過が続いている。ブラジルは世界第六位の経済規模 国となり、 世界でもっとも大きな直接民主制の国である。諸制度も整備された。私は一世代前 土曜日の晩に、土浦で飲みながら話し合 たときに初め 経験したノスタルジックな誇りの感情をブラジル人の心にも感じることができるのである。変わらないもの…　
一九八四年の二月。大阪外大で数カ月、日本語




私は彼にお礼を述べ自動販売機 向かって歩いた。すると彼が私の横について歩いているのに気がついた。 は私が迷ってしまう ではないかと心配になり、私の切符を買ってあげ、東京駅まで連れて行こうと決めたのだっ 東京駅は彼の行き先ではないにもかかわらず。その紳士は心配して東京駅のどこで待ち合わせをしたのかと聞いた。私が、とくに特定の場所は決めなか たと彼に言った。すると彼は「駅は非常に大きくホームもたくさんあるんですよ」という。 は に一番線まで連れて行ってもらった。果 して、幸いにもジョアンは落ち着い 私を待っていてくれた。その日以来、私は折りにふれ道端で人 尋ねる必要が生じた。そのたび毎に は こ 以上考えられないほどに丁寧な扱いを受けた。　
二〇〇九年の八月。外国人の友達と上野駅から
そう遠く ところにあるホテルで会う約束 した。ホテルへのだいたいの道のり 把握していたのであるが、結局の 近くの商店街 迷しまっ 時間も遅くなり雨 ふりだし の 果物屋の男の人に までの道をたずねることにした。彼はそのホテルを知ら かったがそこ 待つようにと指示し、今度は奥さんと共に どってきた。奥さんは道順をおしえてく た。ホテルは








調査課題：The effect of Inequality on the cost of Electoral Campaigns: 
A comparative dynamic analysis for Brazil and Japan
